第４回 広島都市圏の医療に関する調査研究協議会における主な意見
【病院情報の共有化について】
病院情報システムの連携や共有化ができれば，単に開発コストが下がるだけではなく，治験や診療連携，人事交流など，医療の質を良くするための情報をフィードバックすることができ，様々な相乗効果が生まれるのではないか。
【臨床研修医のたすきがけについて】
初期臨床研修医にとって融通性のある魅力的な環境が，若手医師を惹きつけるだけでなく，後期臨床研修医の定着にもつながっていくよう，キャリアアップできる体制づくりなど，体制を発展させていく必要がある。
【病院間の人事交流について】
地方公務員が国立大学法人へ派遣できない現行の法律（公益的法人等への一般職の地方公務員の派遣等に関する法律）については，意味のある規制とは思えないので，国に制度改正を求めるべきである。自治体立病院間の人事交流については，首長が柔軟に対応すれば解決できる問題である。
